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～えりも高校生の進路講話～ 

３名の先輩が熱く語る 

木村 亘君は事情により参加できず 

 

講話 ３年 齊藤 慶太さん 

 〇北海道科学大学合格 

・小さい頃から理学療法士を目指す 

・数学や英語などの基礎が大切な教科だが力を

入れてこなかったことに後悔 

・試験内容は面接と数学 

・アドバイス３つ 

 ①中学生のうちから学習習慣をつけておく

こと。英語は社会に出てからも色々な場面

で活躍すること 

 ②部活動など色々なことに挑戦してほしい。 

  新しい自分を知るきっかけになり、結果的

に将来の自分の役に立つこと 

 ③今やりたいことをやること。なぜなら、高

校では勉強が中心。勉強を疎かにしない、

勉強をしないとどこにも行けない 

 
 

 

講話 ３年 鎌田 奈央さん 

〇えりも漁業協同組合内定 

・高校２年生の秋のインターンシップで職場体験 

・人を喜ばせたい、町の漁業に貢献したいとい

う思い 

・試験は筆記、作文、面接で、筆記試験は国語・

数学 

・自分が何に貢献したいかについて自己分析し

たこと 

・課外活動や探究活動にも力を入れたこと、風

極プロジェクト同好会に入部 

・探究活動では、えりも町のアピールや、率先

して話を切り出し、役場や学校の人と協力し

て解決策などを探究したこと 

・結果として、人と関わる中でコミュニケーシ

ョンがどれほど重要なのかを実感したこと 

・力をいれてほしいことは面接練習、自分の考

え方、相手方を比較したり、「自分はこのよ

うに失敗している」といった新たな発見を探

してほしい 

・高校生活はあっという間なので、思い出づく

り、やるべきことを大切にしてほしい 
 

講話 ３年 中川 星さん 

〇ＡＮＡ・ＦＥＳＴＡ株式会社内定 

・就職を目指したきっかけは、高校１年の時、

進学か就職か決めなければならなかったこと 

・ＡＮＡを選んだ理由は、空港と言う特別な

場所で人々の旅を支える仕事に魅力を感じ

たこと。旅の大切な時間の思い出の一部と

してサポートできることにやりがいを感じ

たこと 

・試験は、筆記試験と面接、高校レベルの数

学や国語の問題 

・高校で授業では学べないことを、アルバイ

トを通じてたくさんのことを学んだ 

・総合の探究の時間では、ＳＤＧｓを調べる中

で、電話対応や訪問のスキルを身に付けた 

・就職では「準備をしっかりすること」「周り

の人を頼ること」 

・試験内容をよく確認し、必要な勉強をもれ

なく進めること 

・困ったことがあれば、先生や家族にどんど

ん相談を、今できることを全力で頑張って

ほしい 

・自分の将来について考えてほしい 

 

進路決定に至った理由を語る中川 星さん 

中学生に熱く語った鎌田、中川、齊藤先輩 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中学１年 諸橋 鈴歌さん 

 進路講話に来てくださった３名の話を聞

いて大切だと感じたことは、まだ余裕がある

からといって、勉強をしなかったり、気を抜

いたりしないということです。 

なぜなら、斎藤慶太さんが自分の実体験を

話していた時、今の自分と比べてみたところ、

同じだったからです。なので、早めのうちか

ら学習の習慣をつけることは大切だと学び

ました。 

最後に、将来何かを選択するときどうすれ

ばいいのか、今回の機会を通して学ぶことが

できました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学２年 大江 紀衣さん 

 北海道科学大学を決めた先輩は、中学生のうち

にしたいことをたくさんすることも大切だと言

っていました。  

ＡＮＡ ＦＥＳＴＡ株式会社を決めた先輩は、

周りの人をよく頼り相談することが大切と言っ

ていました。えりも漁業協同組合を決めた先輩は、

コミュニケーションがどんなに大切かを改めて

考えたと言っていました。  

３人の先輩方の話を聞いて、将来何になりたい

かを考えたことがなかったので、自分の好きなこ

とを生かして、仕事について考えようと思いまし

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学３年 川﨑 心菜さん 

 勉強をあまりしていなかったので、１日５分で

も１０分でも勉強して習慣をつけようと思いま

した。 

学級四役や委員会など中学校で挑戦しなかっ

たことがいっぱいあったので、高校では後悔しな

いようにいろいろなことに挑戦してみようと思

った。 

高校の面接のときに自分の考えや思いをうま

く伝えることができなかったので、進学先での面

接では同じことがないよう、周りを頼っていろい

ろな人とたくさん練習して、相手の考えと自分の

考えを比べ、後悔しないようにしたいです。 
 

                     

 

 

先輩方の背中をみて 

中学生が感想 

 

 

講話 ３年 木村 亘さん 

〇獨協大学外国学部英語学科合格 

・最も大切なことは、「すぐ志望先を決め準備

を始めること」。 

・受験方式は、総合型選抜だったこと。 

・一般推薦とは違い、大学側が提示する資格

や検定の条件を満たすことが必要。この大

学では英語の資格に一定の基準があること

（英検２級以上）。 

・受験内容は小論文と面接。小論文は字数が

決められ少ない字数であったこと。 

・放課後、ＡＬＴさんにお願いし１対１の会

話練習をしたこと。小論文も面接も、たく

さん練習することが不可欠。 

 

〇本進路講話は、卒業する先輩であるえりも高校生が自らの中学生活や高校生活を振り返り、

中学生に「これだけは大事」と、これからの学校生活についてアドバイスするものです。 

〇今年は当初の日程が合わず、小学６年生は参加できませんでしたが、先輩である高校生は、

勉強の大切さや多くの友達との交流、進路を決めるための心構えなどについて、具体的に分

かりやすく語ってくれました。 

〇えりも中学校の生徒一人一人は真剣にメモを取りながら耳を傾けていました。 

  

 

真剣にメモを取って話を聞いていました。 


